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総
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「
市
民
の
目
線
・
市
民
の
視
点
」
に
立
っ
た

６
つ
の
項
目
を
重
点
的
に
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本
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
基
本

構
想
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
の
重
点
的
施

策
と
し
て
次
の
６
つ
の
項
目
を
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

と
も
に
創
る
協
働
の
ま
ち

（1）
　

多
く
の
市
民
が
地
域
の
た
め
に
活
動
し
な
が

ら
、
地
域
の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
に

対
し
て
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
危
機
的
財
政
状
況
を
克
服
す
る
た
め

の
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
断
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
具
体
策
】

①
市
民
総
参
加
に
よ
る
「
市
民
憲
章
」
作
り

②
施
設
の
統
廃
合
計
画
の
策
定

③
す
べ
て
の
事
務
事
業
を
総
点
検
し
、「
引
き
続

き
行
政
が
行
う
べ
き
事
務
」
と
「
民
間
で
可

能
な
事
務
」
に
再
編
・
整
理

④
「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
く
、
ス

リ
ム
な
行
政
組
織
の
構
築

⑤
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
市
税
な
ど
に

よ
る
財
源
確
保

⑥
成
果
重
視
の
予
算
編
成
を
行
う
た
め
、
行
政

評
価
制
度
の
構
築

　

個
性
と
創
造
性
豊
か
な
未
来
の 

（2）

担
い
手
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

　

合
併
に
よ
り
沿
岸
部
や
山
間
部
、
都
市
部
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
校
を
有
す
る
こ
と

と
な
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育
の
推

進
や
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
具
体
策
】

①
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進
に
向

け
、
学
校
教
育
の
あ
り
方
や
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
・
学
校
施
設
の
整
備
な
ど
、

教
育
行
政
の
指
針
と
な
る「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定

　

地
域
資
源
を
活
か
し
て 

（3）

元
気
産
業
を
創
造
す
る
ま
ち

　

地
域
の
発
展
や
活
力
は
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
特
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
て
、
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
各

地
域
に
お
け
る
活
力
を
市
民
と
と
も
に
推
進
で

き
る
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

▲昨年の捕鯨100年祭
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「食彩・感動　いしのまき」
　今回策定した総合計画を踏まえ、本市のキャッチフレー

ズとして設定しました。

　石巻には、三陸の海でとれる「海の幸」と、米や野菜な

どの「里の幸」による「食」、そして春の新緑に彩られる

山々や夏の日差しにきらめく三陸の海、秋の実りに輝く黄

金色の田園と、冬の寒風にゆれるヨシ原など四季折々の自

然が織り成す「彩り」があります。

　人々は、自然の恵みからいただく食材の新鮮さと味に心

躍らせ、自然の雄大さと優しさに心を打たれるということ

を表現しています。
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特 集　～平成19年度施政方針～　私たちが創りだす 笑顔と自然あふれる 元気なまち

【
具
体
策
】

①
「
鯨
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
７
」
の
開
催
を
通

じ
て
、
鯨
肉
の
利
用
促
進
や
鯨
食
文
化
の
啓

発
②
新
産
業
の
創
出
や
起
業
化
へ
の
支
援
な
ど
を

図
る
た
め
、
産
学
官
の
連
携
を
一
層
強
化
す

る
と
と
も
に
、
異
業
種
交
流
な
ど
企
業
間
の

連
携
を
推
進

③
豊
富
な
米
・
野
菜
・
魚
な
ど
、
地
場
産
品
を

活
用
し
た
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

「
食
の
ま
ち
・
い
し
の
ま
き
」
と
い
う
戦
略
的

な
観
光
振
興

　

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

（4）
　

今
後
想
定
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
や
そ
の
他

の
災
害
へ
の
対
策
、
有
事
に
お
け
る
対
応
な
ど

の
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち「
石

巻
」
を
目
指
し
て
、
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

【
具
体
策
】

①
消
防
本
部
新
庁
舎
を
地
域
の
消
防
・
防
災
の

拠
点
と
し
、
総
合
的
な
防
災
対
策
に
活
用

②
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
た
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

③
「
地
域
防
災
計
画
」
の
本
年　

月
策
定
を
目

12

指
す

④
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
し
た
保
育
所
の
定

員
を
拡
大

⑤
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
規
開
設
や
事
業

充
実
の
た
め
の
職
員
の
増
員

⑥
子
ど
も
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
そ
の
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
子
ど
も
の

権
利
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
、「
子
ど
も
の

権
利
条
例
策
定
委
員
会
」
を
設
置

　

心
ゆ
た
か
な
誇
れ
る
ま
ち

（5）
　

ご
み
処
理
に
関
す
る
適
切
な
管
理
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、廃
棄
物
の
発
生
抑
制（
リ
デ
ュ
ー

ス
）、
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
の
「
３
Ｒ
」
を
、
地
域
の
す
べ
て
の

人
が
一
体
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
本
市
の
歴
史
や

文
化
芸
術
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
に
根
ざ
し
た

伝
統
文
化
を
保
護
・
保
存
し
、
次
世
代
に
継
承

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
具
体
策
】

①
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費
補
助
金
や
再
生

資
源
集
団
回
収
実
施
団
体
報
奨
金
な
ど
に
よ

り
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

②
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」、「
生
活
排

水
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
ご
み
に
関

す
る
適
切
な
管
理
や
適
正
な
処
理
の
推
進

③
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
し
、
貴
重
な
歴
史
的

遺
産
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
指
針

と
な
る
「
文
化
芸
術
振
興
基
本
方
針
」
を
策

定

　

地
域
の
個
性
が
輝
き
融
和
す
る
ま
ち

（6）
　

合
併
後
に
お
い
て
も
、
従
前
の
市
民
バ
ス
や

福
祉
バ
ス
な
ど
地
域
独
自
の
交
通
施
策
を
継
続

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
検
証
や
再
編
、
新

た
な
交
通
手
段
の
導
入
な
ど
、
新
市
に
ふ
さ
わ

し
い
交
通
体
系
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
学
生
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

交
通
形
態
や
持
続
可
能
な
運
営
体
制
に
つ
い
て
、

市
民
や
民
間
企
業
な
ど
と
共
に
考
え
、
支
え
あ

う
交
通
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
具
体
策
】

①
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、「（
仮
称
）

石
巻
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
設
置

▲町内会で行われている自主防災訓練

▲大橋一丁目に移転した消防本部新庁舎

▲雄勝石の工芸文化を伝承する硯工人
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